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平成25年度 日本通信教育学会 研究論集

第61回 研究協議会

く講演 ・パネルディスカッション〉報告

田島 貴裕

日本通信教育学会第61回研究協議会では、看護師で随筆家の宮子あず さ博士 による講演 と、

社会人の通信制大学院における学びをテーマにしたパネルディスカッションが行われた。宮子

氏およびパネルディスカッションのパネリス トの方々は、いずれも通信制大学 ・大学院におい

て豊富な学びの経験があ り、研究協議会の参加者には非常に有意義で興味深いイベ ントとなっ

た。以下、講演およびパ ネルディスカッシ ョンの概要を報告する。

1.講 演報告 講演 者:宮 子あずさ氏

「始まりは大学通信教育!学 ぶ看護師の人生すごろく一短期大学士から博士まで一」

1.は じめ に

宮子氏は看護専門学校を卒業後、働 きなが ら大学通信教育で学び、準学士1つ 、学士2つ 、

修士1つ の学位を取得 している。その後、通学制の大学院では博士(看 護学)の 学位を取得 し

ている。現在 も看護師を続ける一方で、大学、大学院では働きながら学んでいる看護師の支援

指導も行い、 自身の研究活動 も続けているという、「看護業界の学び大使」 ともいうべ き方で

ある。また、ご存知の方 も多いかと思 うが、宮子氏のお母様は、主に女性問題や平和問題に取

り組んでいた作家 ・評論家 の吉武輝子氏 である。お母様の吉武氏は多数の著作 を世 に送 り出

したが、宮子氏 もまた、看護師として働 きながら多 くの看護に関する書籍を出版 してお り、執

筆 ・講演と、幅広い活躍をされている。そのような背景 をもつ宮子氏であるが、著作のなかで

異彩 を放 っているのが 「大学通信教育は卒業で きる(メ ディカ出版、2004年)」 である1)。 こ

の本には、大学通信教育への熱い想いが描かれてお り、今回、その通信制に対する 「熱い想

い」をご講演頂いた。質疑等を含めて1時 間とい う、講演 としては短い時間ではあったが、大

学通信教育 を始めた動機、大学通信教育の学 びの中から得たこと、そして学位取得 までの過程

が惜しげな く語 られた。

北海道大学高等教育推進機構
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冒頭の自己紹介では、生い立ちや現在の看護師としての業務、教育研究の状況 について紹介

があった。進路選択や学びへの考えに関する話からは、ご両親に対する思いや感情が大いに影

響 している様子が伺えた。看護師 としての職歴は、看護専門学校を卒業 してから27年 目になる

とのことである。講演中、看護師生活と大学通信教育 との関わ りが図示されたが、通信教育で

の学びは実に15年 間にも及んでお り、常に学び続 けているとい う印象であった。約15年 間の大

学通信教育での学びののち、2013年 には東京女子医科大学大学院で博士(看 護学)の 学位 を取

得、現在は出身大学院等で後進の研究支援や指導も行ってお り、そこでの奮闘についても触れ

られた。

自己紹介の後は、 自身の大学通信教育の学びをすごろ くに例え、学びの動機や学習の苦労、

喜びについて述べ られた。以下、"人生すごろく"に 沿って講演をご紹介 したい。

2.学 ぶ看護師の人生す ごろ くくふ りだ し～修士 まで〉

看護師生活 も3年 目に入ると一人前になったという実感が得 られたが、5年 目頃から徐々に

仕事への失意 と無力感にとらわれるようになり、常に何かへ活路を見出したいと思っていたと

のことである。看護師、特 に死 に直面す る臨床現場では、 自らの知識や経験、力量に対 して

自信喪失や不安 を抱いたり、心身の疲労か ら職務意欲の低下や無力感が起こった りすることは、

長年顕在化 している問題である。その結果、新人看護師や 「一人前」 に成 り立ての3年 目から

5年 目に離職率が非常に高 くなるといわれている2)。宮子氏の 「失意 と無力感」 も例外ではな

いのだろう。そのような状況下で、たまたま新聞広告で目に した大学通信教育へ通うこととな

る。大学事務局が近いから、 とい う理由で武蔵野美術大学短期大学デザイン科 を選択 したそう

であるが、「レポー トを書 き、試験 を受け、単位取得 し、卒業に至る」という一連の学習プロ

セスは、大きな達成感 ・満足感を実感した、 と力強 く語 られた。曰 く、「大学通信教育に味 を

しめ、やめられない状態に1」 とのこと。学びに対する語 りでは、頑張った分だけ目に見えた

成果(単 位、学位)が あることへの楽 しさや、看護 というものを外か ら見る機会を得たことで

新たな発見があったことなどについて触れ、非常に喜びに溢れた様子が印象的であった。

その後、産能大学経営情報学部経営情報学科へ入学 し、卒業研究は、武蔵野美術短大におけ

る学びの成果か ら浮 き彫 りになった看護 をテーマに取 り上 げ卒業する。さらに、「看護職 と大

学通信教育」を研究テーマに、明星大学大学院人文学研究科教育学専攻(通 信教育課程)で 学

ぶ。当時は、通信制大学院が制度化 されて間もないころであり、「山があるか ら登 る」 という

境地で、自然 と進学 したそ うである。大学院修了後は、武蔵野美術大学芸術文化学部へ入学 し、

今度は看護とは離れ、万年筆 を題材に卒業研究を行 う。一度、武蔵野美術短大で学んだことか

ら、次 は4年 制へ入学 したいという強い想いがあったという。
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第61回 研究協議会く講演 ・パネルディスカッション〉報告

3.学 ぶ看護師の入生す ごろ く<一 回休 み〉

大学通信教育の学びに対する喜 びを見出 し、挫折のない、チャレンジングな通信教育生活を

送っていうような印象 を受けたが、実は3回 ほど中途退学 したそうである。スクーリングが多

い大学で仕事の都合上通えなかったであるとか、レポー トが手書 きに限定されていたからなど、

様々な理由であった。手書 きのレポー ト作成は結構大変であ り、一度パソコンで試行錯誤 しな

が らレポー トをまとめ、その後手書 きで書き写す、という二重の作業を行 っている方も多いと

思 う。しか し、大学側の教員からすれば、手書 き文字は履修学生を垣間見 ることができるもの

であるし、コピベを防 ぐといった利点もあるのだろう。無論、中途退学の理由は、レポー トの

手書 きだけではな く、講義内容 などの要因 もあるのか もしれないが、退学理由としては面白い

(失礼1〉 ものであった。

4.学 ぶ看護師の人生す ごろ く<(と りあえず)あ が り〉

宮子氏の学びはまだまだ続 く。2009年 には、東京女子医科大学大学院看護学研究科博士後期

課程へ入学し、2013年 、「看護師の実存 から探る臨床看護の本質 と、それを職業 として生 きる

意味」 と題 した博士論文を提 出、看護学の博士 を取得す る。この学位論文 は、哲学者 ジャン

=ポ ール ・サル トルの実存主義に基づき、看護師の職業観や体験 を分析 した哲学的研究である。

時間の都合上、研究内容の紹介は割愛されたが、博士論文ではこれまでの学びから得たものを

纏め上げると同時に、この研究を通 して、宮子氏の 「学び」に対する考えが一層瞭然たるもの

になった様子が伺 えた。講演 の最後では、「『人生はどこまでその人に責任があるか。人生はど

こまで選択できるのか』 という実存的な問いに取 りつかれている」と述べ られ、この問いを考

え続 けることが自身の学びの原動力であり、また、看護の世界が最 も切実に考えられるとも述

べ られた。問い続けること、考え続けることが人生には重要であるという"人 生すごろ く"で

あったが、宮子氏のすごろ くは遠からず2巡 目が始 まるに違いない と感 じた。

5.お わ りに

講演の最後には、若干の質疑応答が設けられた。質問のひとつに、白石会長か ら 「通信制で

の看護師育成」の可能性が問いかけ られた。以前は、通信教育では困難だと言われていた音楽

や芸術分野で も、イ ンターネ ットの発展 によって現在ではい くつかの通信制大学 ・大学院が

設置されている事例を挙げ、同様 に看護教育の分野にも適用できる可能性があるかという問い

である。宮子氏の見解では、まず、看護師免許をすでに取得 している場合 は、実習 ・実技には

全 く問題のないことから、看護学が学べ る通信制大学、通信制大学院の設置は当然可能である

し、むしろ無いことが不合理、 との旨の回答があった。実際、放送大学や医療福祉系の通信制

大学では多 くの看護師が学士号取得のために在籍 した り、大学評価 ・学位授与機構へ学士(看
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護学)の 学位を申請していることを考えれば、看護学の学位が取れる大学等の設置が望まれる

ところである。また、宮子氏は、看護師免許を持たない場合であっても、実習や実技の部分を

面接授業で適切に実施すれば、通信制で看護師を育成することは不可能ではないと述べた。 さ

らに、前述の質問に関連 して、看護の世界では働 きなが ら学ぶことに対 してネガティブである

ことや、准看護師か ら正看護師への通信教育による免許取得方法はあるが制約が厳 しいこと3)、

などにも言及 した。准看護師については、主に医師サイ ドから資格の廃止に対 して根強い反対

があったり、准看護師養成所 における奨学金 と雇用契約の問題(一 時期 「お礼奉公」 として話

題になっていたが)が あるなど、現在 もさまざまな問題が残 っている。このような現状 と、看

護師を志望する社会人の増加、看護師の継続学習のニーズに対 し、通信制大学、大学院が果た

しうる役割は非常に大 きいと言える。しか し、一方で、看護系大学、学部の増設や実習時間の

減少により、看護基礎教育の質の低下も懸念されてお り、質保証 という点については、通学制、

通信制の区分な く今後の議論が必要であると感じた。

宮子氏の大学通信教育 に関する語 りは、終始にこやかで、時に力強 く、聴衆者 も学びに対す

る想いを揺 さぶ られる内容であった。宮子氏の大学通信教育に対する姿勢は、ちょうど戦後に

文字に枯渇 し、学びに餓 え、通信教育の門をたた く、 というようなものに近いのかもしれない。

残念なが ら、著者のこの稚拙な報告文では、宮子氏の述べたい、「熱い想い」をとても伝 えき

れていない。当 日、講演へ参加できなかった方には、宮子氏の多 くの著作物を閲読 していただ

き、学ぶことの意味、生きることの意味、そして人生の目的や価値 といった観念について感 じ

取っていただければと願う。最後に、講演に先立って、宮子氏か ら寄せ られたメッセージを記

してお く。

「学ぶことは、自分の引 き出しにいつ役立つかわか らない ものをしまってい く作業です。

それは、ある時必ず、大事なことを考 える手がか りにな ります。 また私は、大学通教で修

士 まで とっていたおかげで、22年 間の常勤看護師生活を終 えた後、博士後期課程に進学で

きました。積み重ねた学習歴は、人生の岐路で、身を助ける力にな ります。」

■宮子あずさ氏/看 護師 ・著述業、博士(看 護学)略 歴

◇職業(講 演時)

都内精神科病院訪問看護室 非常勤看護師

人間総合科学大学人間科学部 非常勤講師

東京女子医科大学看護学研究科看護職生涯発達学 非常勤講師

◇学習歴(卒 業 ・修了)

武蔵野美術大学短期大学部通信教育部デザイン科グラフイックデザイン専攻卒業

産能大学 通信教育部経営情報学部経営情報学科 卒業

明星大学大学院人文学研究科教育学専攻 修士課程(通 信教育課程)修 了

武蔵野美術大学造形学部通信教育部芸術文化学科造形研究コース卒業
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第61回 研究協議会く講演 ・パネルディスカッション〉報告

東京女子医科大学 大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程看護職生涯発達学分野 修

了。博士(看 護学)

注

1)残 念なが ら現在は絶版 となっている。概要は、 日本通信教育学会会報通巻40号 「通信教育の この

1冊 」 を参照されたい。http://jade.r)cms.biz/topics _list22/(参 照 日2014,5.27)

2)日 本看護協会 「病院における看護職員需給状況調査」

3)2004年 か ら通信制による教育が開始されたが、10年 以上の経験 をもつ准看護師に限定されている。

皿魔 計 デ杁 カッション鮪 「社会人の学び暢 としての縮 蹴 学院を考

1.概 要

日本通信教育学会第61回 研究協議会において、「社会人の学びの場 としての通信制大学院を

考える」をテーマに、パネルディスカッシ ョンが開催 された。今回のパネルディスカッション

は、実際に通信制大学院で学ぶ社会人の方をパネリス トとして招き、学びの喜びや苦労、課題

の克服などについて討論 していただき、今後の社会人の学びの場 としての通信制大学院の在 り

方を探ることを目的 とした。パネリス トは、稲垣氏、木村氏、藤江氏の3名 、司会役は、石原

氏(本 学会監事)、 小林氏(本 学会幹事)の2名 である。パネ リス トの稲垣氏、木村氏、藤江

氏の3名 は、いずれ も働きなが ら通信制大学院を修了しているのみではな く、社会人学生とし

て、複数の通信制大学、通信制短期大学、あるいは通学制の大学院を卒業 ・修了するという経

歴 を持つ。今回のパネルディスカッションでは、その豊富な経験に基づ き、特に学習計画 ・学

習方法、ゼミや修士論文指導などに関 して、社会人大学院生の視点か ら述べられた。はじめに、

稲垣氏、木村氏、藤江氏の順に、学習歴を中心に10分 程度の自己紹介があった。その後、司会

の石原氏、小林氏から、大 きく分けて、①学習計画に関すること、②修士論文に関すること、

③通信制大学院の修了後のキャリア形成に関すること、のテーマが提示 され、討議が行われた。

パ ネ リス ト=

稲垣諭

木村知洋

藤江慶一郎

武蔵野大学 大学院通信教育部人間科学研究科人間学専攻修了、メガバンク

都内支店勤務

京都産業大学大学院経済学研究科(通 信教育課程)修 了、IT企 業勤務

京都造形芸術大学 大学院芸術研究科(通 信教育)芸 術環境専攻修了、電機

メーカー勤務
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司会=

石原朗子

小林建太郎

桜美林大学大学院国際学研究科(通 信教育課程)修 了、総合研究大学院大学

株式会社デジタル ・ナレッジ

趣旨:

今回は、通信制大学院で学ぶ社会人の方にご登壇いただきます。これまであまり語られてこ

なかった、通信制大学院における学びの喜びや苦労、発見をご発表いただ き、社会人の学びの

場 としての通信制大学院の実態について再考 し、その将来像 を探っていきます。通信制で学ぶ

社会人には改めてモチベーションを高める機会を、新 しく学 ぼうと考えている方 にとっては一

歩を踏みだすチャンスを提供できればと考えています。 さらに、通信教育の研究者、提供者側

の教員や職員の方には、 これまでの教育研究成果の確証を得て新たな研究視点や教育改革への

転機となることを願っています。

2.自 己紹 介

稲垣氏の大学通信教育の学びの発端は、産業 カウンセラー という資格を取得するために、産

能大学(現:産 業能率大学)の 通信教育課程で学び始めたことである。元来、さまざまな資格

を取得することに前向きであ り、各種合わせて200種 類 を超える資格 ホルダーである。産能大

学の後 は、産業能率大学のMBA(通 学課程)、 明星大学大学院(通 信教育課程)、 武蔵野大学

大学院(通 信教育課程)を 修了し、パネルディスカッション時点では放送大学、放送大学大学

院、自由ヶ丘産能短期大学にも在籍 している。通信制での学びの動機 としては、時間的制約 と

場所、そして費用の面 を挙げていた。通学制の大学院の経験 もあることから、仕事上、夜間の

講義などへの出席 も困難なことがあ り、通学するには多 くの制限がある点 を強調 している。た

だし、通信制のデメリットとして、ゼ ミや講義の"場 の空気"が 分か りにくく、孤独な学習に

なりうる点を挙げていた。

次に、木村氏から学びの概略が述べ られた。木村氏は理系大学の出身であるが、文系学部へ

のコンプレックス と興味か ら、慶慮義塾大学の通信教育課程で学び、以降、中央大学、産業能

率大学、日本福祉大学、京都産業大学大学院、自由ヶ丘産能短期大学(い ずれも通信制)を 卒

業 ・修了し、パネルディスカッション時点では放送大学 に在籍 している。それ以外にも、多 く

の通信制大学、通信制大学院において科 目等履修生などで在籍経験がある。大学通信教育での

学びは、当初の文系科 目を勉強したいというきっかけから、現在では 「山があるか ら登る」 と

いう誘因へ変化 しているとのことである。なぜ通信制を選択 したか、 という点について、稲垣

氏 と同様に仕事 と費用の面を挙げ、働 く社会入にとっては、職場環境が非常 に恵まれていない

かぎり、平 日の夜間といえども定期的に通学することは困難であると述べた。通信制大学院の

デメリットとして感 じたこととして教員 とのコンタク トが少ない点を挙げ、通信制の場合でも

自宅か ら近い大学院を、と勧めていた。

藤江氏の大学通信教育 における学びの きっかけは、妻の勧 めから興味本位で産能大学通信教

80



第61回 研究協議会く講演 ・パネルディスカッション〉報告

育部へ入学したことであった。産能大学卒業後は、 自身の趣味であった音楽の勉強が通信制で

も学べることを知 り、大阪芸術大学へ入学する。大阪芸術大学卒業後は、 さらに探求すべ く、

京都造形大学大学院へ進学 している。大阪芸術大学では、学費が安い という心理的な怠惰 さと、

スクーリングが多いということから卒業 までに時間を要 したが、好 きな音楽を学ぶことや新技

術を習得できたことで、非常に満足 した学びであった、 と語った。

3.学 習計画について

石原氏 より、勉学の苦労、特に、修業年限や学習計画に関して問い掛けがあった。3名 のパ

ネリス トとも、大学院は計画的に単位修得 し、規定 された修業年数で修了 している。その理由

として、稲垣氏からは金銭的な理由(留 年すると学費を要するため)、木村氏 と藤江氏からは

講義科 目の開講制度や単位修得までの過程(単 位制、学期制)の 違いについて言及があった。

履修開始後、いつで もレポー ト提出や単位修得試験を受けることが可能な場合 は、油断して し

まい、卒業 ・修了が先送 りになる恐れがある、とのことである。ただ、修士課程の場合は短期

決戦で規定就業年数で修了する社会人も多いのでは、 という見方もあった。稲垣氏の経験では、

武蔵野大学大学院の レポー トは1科 目あたりの提出回数が多 く、合格 しないと次のレポー トを

提出できないため、学習プログラムを前倒 しで行わないと間に合わない、 とのことであった。

4.修 士論文 につ いて

次の討議事項は、修士論文や研究指導、ゼミに関するものである。稲垣氏からは、2つ の通

信制大学院で修士論文指導を受けた経験が語 られた。最初 に履修 した大学院は面接指導に積極

的で、5回 中3回 以上が終了条件の面接指導において、5回 すべて面接で指導教員か ら深夜 ま

で指導 を受けたという。 もう一方の大学院では、面接指導は学生側の選択、 という印象であ り、

4回 行われる指導教員において、直接指導が ミニマムの1回 の学生 もいた とのことである。残

りの回数は通信での指導 となる。そ してこの大学院は放任主義 という印象もあり、学生の自主

性に任せた結果、大学院修了率 も低いのでは、 という指摘があった。木村氏の場合 は、修士論

文ではな く研究課題 レポー トであったが、研究指導はスクーリングに組み込まれてお り、メー

ルによる指導や対面指導も頻繁に行われたとのことであった。指導方法に関 して、通学制のゼ

ミは学部生から博士課程まで数十人にも参加することも珍 しくはないが、通信制では基本的に

マ ンツーマンであり、大 きな違いがあったと述べた。藤江氏の在籍 した通信制大学院は、複数

の教員から指導を受けるが、指導教員か らの個別の面接指導は無かったとのことである。修了

するためには修士論文か作品制作が必要であ り、藤江氏は修士論文を提出したが、大学院のカ

リキュラムは修士論文を仕上げるような体系的なプログラムであったと述べている。 また、修

士論文のテーマ設定に関 して、出身大学 ・大学院(工 学系)と は異なっていたと発言があっ

た。工学系大学院では、研究は研究室か ら代 々引き継がれるテーマ を担当することや、(日 常
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的な)研 究指導は先輩から行われることが多いが、在籍 した通信制大学院では、指導教員か ら

のテーマに関する個別指導は特になく、 自由度が高かった、 ということが報告された。

5.修 了後の状況

通信制大学院の修了後の会社等 における処遇、キャリア形成については、稲垣氏、木村氏、

藤江氏、 さらに石原氏 も、直接的には何 ら影響はないとの回答であった。稲垣氏か らは、日本

では通信制、通学制によらず入社後の学歴は考慮 しない文化があるとの指摘があった。しか し、

自己にとって興味の幅が広が り、 自信の向上や知識の獲得があったと述べている。木村氏、藤

江氏も同様であ り、木村氏は学ぶことを通 して様々な人、本 と出会 えたことが財産であったと

し、藤江氏はこれまでと全 く違 う分野を学ぶことで洞察力向上へつながったと語っている。ま

た、パネリス トの3名 とも、 自身の仕事 と直接的には関連のない学びを経験 してお り、「仕事

と関連のない学びをすることで視野を広げ、結果 として仕事へ役立つ」 という意見や、仕事 と

関連のある学びでは、好 きで学んでいるのか仕事の延長なのかの線引きがあいまいにある」と

の意見があ り、いずれも、仕事 と関連のない学びに対する有用性 を強調 していた。

6.今 後の学び

フロアとの質疑応答では、博士課程への進学希望と、通信制 と通学制のどち らを選択するか、

という質問があった。稲垣氏は、2014年 から放送大学で博士課程が設置されるため、そこへの

進学希望はあるが、学費が予想 よりも高額だったということと、現状では準備不足で困難だと

回答があった。木村氏は、やってみたい研究はあるが、 これまでの修士で行ってきたテーマと

は異なるため、現段階では勉強中とのことである。そして、職場環境 などとの条件が合えば、

通学制で学びたいとのことであった。藤江氏は、通信制の博士課程 には学びたい分野が無いた

め、もし進学する場合は通学制を検討 しているが、現状では、働 きなが ら博士論文を書 くこと

は無理そうだとの回答であった。学びの経験が豊富な3名 のパネリス トか らは、「博士課程」

への進学に対 してはやや消極的な発言にも感じたが、学びを積み重ねて きたからこそ、 自身の

置かれている仕事環境や家庭環境 などを客観的に把握 し、堅実な回答となったのだろう。博士

課程への進学 は直ちには実現 しないのか もしれないが、御三方 とも、パネルディスカッション

に先立って行われた宮子 あずさ氏 と同様、「山があるから登る」ような状態で大学通信教育の

学びを享受 していると語ってお り、大学通信教育における学びは今後も継続 されていくのだろ

うと感 じた。なお、フロアか らは、多数の質問が寄せ られたが、時間の都合上、2つ 程度の紹

介となった。

最後に、パネリス トから今後の通信制大学院へ向けた意見が述べ られた。稲垣氏は、通信制

とは 「無理な く継続できる生涯学習のパー トナー」であり、学習の 「無理 ・無駄 ・むら」を最

小限にできると強調 した。木村氏は、通信制の経験がなく通信制大学院へいきな り入学 し、戸
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惑う学生は少な くないため、そ ういった学生に対するサポー トが必要と訴えた。藤江氏は、通

信制、通学制にかかわらず、"大 学院"と い う学びに対する知識 ・経験が無いと戸惑う場合が

あることを指摘 した。通信制大学院の自由さに困惑する場合 もあるが、それが利点 と考えて通

信制を選択する学生 もおり、学ぶ選択肢が多いことは好 ましい と述べた。

パネリス トの3名 か らは、パネルディスカッションに先立ち、以下のメッセージも頂いてい

る。会報等にも掲載されているが、最後にあらためてご紹介 したい。

稲垣氏 「通学制と比較 し、通信制での学びは 「時間」「距離」「コス ト」等の面でメリット

があ ります。無論、通学制には充実 した対面学習が期待できるのですが、たとえ通信制

であったとして も、 自分か ら積極的に働 きかけてい くことで、通学制に匹敵する学びを

得ることも可能です。数々のデメリットのために、進学を諦めていた社会人でも、通信

制ならなんとかなるかもしれない。そ ういうポジティブな方が増えていって欲しい と願

ってお ります。」

木村氏 「かつての通信教育での学びは、ひらすら本を読んで レポー トを書き、試験を受け

る、の繰 り返 しで した。つまり独学が基本でした。 しかし、今はインターネットの普及

もあ り、多様な方法での学習が可能になっています。大学によってはゼミナールも開講

してお り、利用次第では通学課程に近い学習が可能になって きています。是非 とも通信

教育を上手に使って、人生の幅を広げてみて欲 しいと思います。大学や大学院である必

要はないと思いますが、他人による評価(資 格 など)が あった方が勉強できると思いま

す。」

藤江氏 「大学、大学院のカリキュラムというのは良 く出来ています。教 えて下さる先生方

も一流の方々です。ある分野 をきっち り勉強 したければ、学校 とい う枠の中で学んだ方

が絶対身に付 きます。また普段、絶対知 り合いになることがない人 と知 り合いになるこ

とが出来 ます。(先 生、学生共)」
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